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研究課題 1: 学習者が「V テモイイカ」文について構築している知識は形式上どのよう
なものか、横断的、縦断的に探る。 
研究課題 2: 学習者が「V テモイイカ」文について構築している知識は表現意図上どの
ようなものか、横断的、縦断的に探る。特に、蒲谷の「丁寧さの原理」及
び遠藤の「初級文型の硬直化」を切り口に検討する。 















































 誤用の「V テモイイカ」文の 2 つの方法では、①の V テモイイカの V の行為者が聞き
手の場合に、V をそのまま「V テモイイカ」に接続する「*V テモイイカ」は産出率が高
いが、学習レベルの向上につれて低くなっている。これは「行為者話し手要件」の知識









































言」、「許可求め」の 4 つの表現意図を持つ「V テモイイカ」文を対象にして、意味公
式を抽出し、その産出率と連鎖から、学習者が「V テモイイカ」文によって 4 つの意図
を達成する際のストラテジー上の知識をポライトネス理論(B&L)の枠組みを援用して、
横断的及び縦断的な分析を行った。 




②、 【｛注目要求-1｝⇨｛詫びる｝】という PPS が先行する連鎖のパターンが多用され
た。これは学習者の独自のものだと考えられる。 
③、 「行動の決定権が自分にある」行為である「指示」と「宣言」において、｛理由・































                                                 
 1 「V テモイイカ」としているのは、形容詞と名詞が先行する「テモイイカ」文と区別するためで
ある。本研究は動詞が先行する V「テモイイカ」文を考察の対象とする。「V テモイイカ」文は、質問
文の「V テモイイカ」、「V テモラッテモイイカ」、「V サセテモラッテモイイカ」という形式を有する
文のすべてを指す。 
